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檢
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條
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。
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述
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す
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す
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滑
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篇
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塞
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檢
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つ
て
I

團
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大
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S

寶

れ
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S

質
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檢
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數
量
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含
丨
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プ
法
若
し
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■
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頻

繁行
；：3

得
な
い
方
法
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ど
る
場
合
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然
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ざ
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合
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て
..集
M
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ざ
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得
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集
圓
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す
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勞
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S
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ゝ
勞
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者
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含
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勿
論
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あ
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、.H

揚
內
S

て一:
般
錄
搬
作
業
に
從
事
す
5

^

參
與
し
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生
產
物
の
形
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4
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し
む
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の
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接
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ち
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費
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產
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單
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產
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勞
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兼
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。
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る
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れ
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。
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^
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得
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^
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す
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勞
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^
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^
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k
一
均
等
k
分
配
ず
.る

名

：の
：。

是

は

其

集

團

員

が

皆
！；：

等

し

い 

I

の
S

t

し

且

つ

相

等

し

：
い

福

度

の

能

率

I

ず
S

合

落

て
I

合

麗

で
f

 

ィ

人

が

努

力

は

难
?*
-
r
Dす

る

事

が

少

い

縱

令

個

人

的

能

.率

を

增

加

す

る

ミ
^;
其

勞

働

者

の

得

る
^
は

少

”
が

故

で

I

。
.集
要
與
金
制
の
下
S

5

斯
4

合
縦
令
奮
所
得
は
I

 

能
率
高
4

働
者

は
I

農

S

?

£

つ
て
報
酬
裏
け
る
で
あ
1

。』

ニ■)

集
脚
作
業
の
各
部
S

し
て
：夫
々
の
出
來
高
賃 

，

を

定

め

置

！

、
蒙

國

の

出

來

囊

銀

..の；總

.額
裏
部
分
の
作
業
の
出
來
高
賃
銀
率
S

す
る
按
分
此
例
を

I

夫
々
の
作
業
部
分
：に
從
事
す
る
集
團
.員
間
代
分
酿
す
|

_
の
で
あ
る
.。
，此

方

法

货

.て
|

働
者
の
個
人
的
努 

力

を

氛

す

る

力

摩S
。

何
I

れ
ば
5

働
者
が
I

の
f

る

集

圓

所

得

の
割
前
の
墙

^

ば

ょ

主

f

出
來
高
賃
銀
率
を
有
す
る
作
業
i

ら
ね
ば
f

g
か

ら

で

あ

る

。
，

(

三〕

集
闺
所
得
を
均
等
化
分
配 

す
る一

方
、
集
賣
間
の
能
率
の
相
違
I

す
爲
■の
極
め
.て
少
額
.の
時
間
賃
f

 

:
附

加

す

.
る

方

法

も

用

ひ

ら

れ

て

居
 

/

分
L
及
時
間
賃
銀
は
極
め
J

v

rで
あ
る
か
ら
、
能
率
を
異
に
す
る
：勞
働
者
の
所
得
の
#

<
集
團
的
賞
與
金
® 

£

る
前
記
の
如
I

配
法
I

る
場
合
£

し
て
極
I

少
く
、
此
方
法
も
亦
個
人
的
努

力
.を

刺

戟

す

る

力
S

 

い
。(

四〕

是
は
最
も
普
通
k
用
a
ら
れV

居

る

方

法

で

あ

る

；

が
':
'

集

團

農

就

さ

少

く

 
|

假

想

的

に

時

間

賃

鈒

率

を
定
め
廣
さ
、
之
^
基
さ
て
集
圓
所
得
を
分
配
ず
る
も
の
で
あ
る
。
米
國
ゥ
ェ
ス
タ
ン
エ
レ
ク
ト
リ

ッ
ク
會
，社

•
ダ
ヴ 

デ
ブ
ラ
ザ
ー
ス
_
動
1|
£
會
社
其
他
諸
會
社
^
於
て
此
方
法
が
用
61
ら
れ
て
;̂
る
。
併
し
此
方
法
^
も
重
大
な
困
難
の 

伴
ふ
事
を
免
れ
な
い
。
即
ち
此
.方
.法
の
下
^
於
て
は
、
集
團
員
中
，ー
部
の
勞
働
者
の
昇
給
を
行
ふ
事
♦か
事
實
上
殆
ざ 

不
可
能
ど
な
る
。
何
ど
な
れ
ば
斯
の
如
念
分
配
法
の
下
^
於

て

は

、
：

1

部
の
賃
銀
增
加
は
他
の
勞
鋤
者
の
賃
鈒
を 

奪
ふ
鄯
に
依
つ
て
初
め
て
行
ぱ
れ
る
事
か
多
い
か
ら
で
あ
る
。
例
べ
ば
一
箇
月
六
0:
〇
圓
を
甲
乙
丙
三
入
の
勞
働
者 

の
集
團
所
得
ビ
し

、
中
は
一
時
間
九
.〇
餞
乙
一
は
六
o
錢
丙
は
三
〇
錢
の
時
間
賃
銀
率
を
有
.し
之
に
®
さ
て
集
團
所
得 

が
分
配
せ
ら
る
、
ビ
ず
れ
ば
、
三
人
同
時
間
働
さ
.て
¥
は
|
.ニ
〇
〇
圆
乙
は
ー
1
〇
0
圆
丙
は
，一
0

0
圆
を
得
る
事
、、

」
な 

る
O
V今
若
し
丙
の
み
.が
'

1:

時
間
六
〇
錢
^
昇
給
し
た
々
ど
す
れ
ば
、
六
〇
〇
圓
を
甲
三
乙
.ニ
丙
：一
一
の
割
合
に
て
分
配 

す
る
が
故
^
甲
乙
の
所
得
は
削
滅
せ
.ら

れ

、
.甲

は

ニ

五

七
|1
!
ー

四

錢

乙

ど

丙<£
は

一

七
一
圓
四
三
錢
を
得
る
«
ど
な 

る
。
之
^
反
し
て
集
闕
的
賞
與
金
制
度
の
下
^
於
て
.は
斯
る
'分
配
方
法
，を

用

、ふ
る
も
斯
の
如
く
軍
大
な
る
困
難
は
伴 

は
な
い
。
尤
も
此
場
合
^
於
て
も
集
幽
員
中一

部
の
.者
の
昇
給
は
其
集
團
能
率
の
不
變
な
る
限
ぅ
他
の
者
へ
分
配
5 

る
V
賞
與
金
額
の
絕
對
的
減
少
を
來
た
す
.で
あ
ら
ふ
。
併
し
此
場
合
^
於
て
も
集
團
員
の
時
間
賃
鈒
額
は
他
の
者
の 

昇
給
k
依
つ
て
^
«
を
受
け
て
は
居
な
い
の
で
あ
る
か
ら
，
結
局
他
の
者
，の
*
給

^
依
つ
：
て
影
響3
る
：>
所
は
、
集 

_ 

'

園
的
出
來
高
賃
鈒
支
給
制
の
>

^
於
る
ょ
6
遙
に
小
で
^
ら
^
。
而
し
て
斯
.の
：如
く
.減
額
が
小
で
あ
れ
ば
集
團
能
率 

の
增
大
R
.依0

て
賞
與
金
の
增
加
を
見
、
.昇
給
者
以
外
の
勞
働
者
所
得
の
絕
.對
的
減
少
を
免
れ
#
る
か
i
知
れ
な
い
。

.

併

.
レ.
1
1

 

2

il
l

來
高
賃
銀
变
給

_

^
於
て
は
戽
給
せ
ざ
各
勞.働
者
の
所
得
減
額
.が
：比
較
的
大
.で
_あ
る
か
ら
、
斯
の 

如
く
絕
對
的
減
少
を
免
る

>

事
は
比
較
的
画
雛
屹
相
違
な
て
：
例
べ
ば«

が
甲
^

丙
三
人
の
勞
働
者
が
丙
の
昇
給’

第
二
十
五
卷(

|〇
三
芄〕

賃
銀
支
耠
制
度
岬
究 

笫七號ーこー
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卷
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六)

,

^

 

.
1

.

i
 

一
 

.

後 

s

s

i

ô

o

0

i

$

s

$

$

^

$

0

P

M

S

^
 

^

8

^
 

減
.少
|

れ

锝
|

で

あ

る

：
。
：
以

I

種

：
？
I

法
|

識

_
^
^

を
他
め
集
賢
S

宜
I

I

る
方
法
即
i

g

請
_

度
.

で
I

f

.代
表
者
の
多
く
揉

r

rl
大

な

ら

し

し

.め

ん

ヒ

し

て

他

，
の

集

貿

を

：
酷

使

す

.る

、の

：で

き

て

、

近

；來

め

科

學

的

«

營

法

の

行

太

れ

て

居

. 

る

所

で

は

餘

6

用

ひ

ら

れ

：：て

®

な

い

や

ぅ

：で

あ

る

.

o

 

:
. 

f

以
i

以
て
敷
B
的
獎
歸
最
支
#,
制
度
其
物
の
概
f

奮
：ベ
終
S

。
；併
し
な
が
ら
此
貨
：銀
支
給
制
度
が
有
：
 ̂

に
1

ら
る
S

S
め
S

耍
缺
く
べ
f

 

f

.
某

翁

條

件

錯

す

：I

察
が
まS

C
V

て
f

f

、
y
> 

::

ニ
集
團
的
獎
勵
賃
銀
支
給
制
度
實
施
め
碁
礎
的
條
件

あ
る
0
出
I

賃
銀
制
l

i

、
其
I

物
I

f

の
報
酬
I

響

く

I

し
.、
出

來

賽

督

の
 

?

し
て
S

伴
ひ
勝
な
る
S

切
：下

办

馨

業

x

s

k
味
、
且
a

i
働
者
が
餘
|

度
|

し
？

h
 

I

率
を
發
揮
し
廳

I

ゆ
る
織
ら
ざ
る
J

k
着

I

f

は、
作
業
I

動
作
硏
究
*
機
靈
備
の
硏
究
.
用
具
類
材
料
原
料
等
の
硏
究
を
行
ひ
、：'-
一：'切
I

準
化
す
る
事
が
I

で
あ
る
o
_

又
殆
£

何
|

割
增
余
附
又
は
賞
與
金
附
賃
銀
支
柳
制
度
S

?

，
象

は

f

 
s

し
時
間
賃
鈒
率
S

5

ね
ば
I

g
。：
次
S

增
金
1

賞
典
：金
は
斯

，る

_

l

s

 

f 

f
な
し
た
名
者
£

給
す
る
か
、
即
1

2

又

ば

賞

與

金

馨

編

始
I

、
能
率

i
s
-
-
- 

£ 

»

i
s
-
.
 

-
 

I.-
-
- 

i

: 

- 

:
 

.+ 

+
 

- 

■_
_
_
_
_

.̂
.
.
.
.
.
+■...

策
■髮

議

^
^

B 5mgeeM
wg 55 _

義

S3aggaasaw
â

,
_
s
_

議
^

な
ら
ぬ
0
:
‘次
に
割
增
金
又

.は
賞
與
金
'の
金
额
如
何
即
.ち
斯
る

_附
加
：的
支
拂
の
額
の
時
間
賃
銀
ド
對
す
る
割
合
を
定
め 

ね
ば
な
ら
ぬ
。
，文
此
賞
興
金
が
能
率
の
增
大^

從

ヮ

：
て
：
增

，
大

す

る

，
場

合

^

は
，其
：增
：大
の
速
度
即
ち
賞
與
金11
1
1線
を
定 

•
め
、

夫
々
の
能
率̂

對
す
る
夫
々
の
，賞
與
金
の
额
を
明
に
せ
：ね
ば
な
：ら
2

。
す
べ
て
是
等
の
算
定
に
：は
精
密
：に
單
位 

常
々
の
諸
费
用
を
知
る
事
が.必M

で
あ
る
。
：
而
し
て
又
夫
が
爲
め
は
は
作
業
め
萬
般
^
心
た
つ
モ
標
準
牝
が
行
は
れ 

ね
ば
な
ら
な
：

S
。

以
.上
.ば
個
人
的
及
集
圃
的
獎
勵
賃
銀
制
度
に
，共
通
め
：事

項

で

あ
P

V
、
.集
.幽
的
獎
»

賃
銀
支
給
制
' 

度
の
卞
^

於
て
は
、
上
記
の
如

3

手
續
の
：他
に
集
團
所
得
：の
分
配
攻
る
：手
續
を
含
む
技
過
ぎ
.な
い
：け
れ
ざ
も
、
是
ド 

關
し
て
例
へ
；ば
前
述
の'如
く
集
幽
內
だ
直
接
勞
働
者
の
：：み
欢
ら
ず
、
間
接
勞
働
§

も
包
容
す
る
場
僉
の
分
配
庇
率
バ 

の
決
定
の
如

&

rf
#

な
る
w

a
を
必
要
ど
ず
る
事
現
が
含
ま
れ
：て®

る
が
敌
に
、
：
個
人
：的.獎
勵
賃
鈒
制
の
場
合
ょ：
^

1
»
徹
底
的
な
る
作
業
の
分
析
^
.標
準
化
：が
必
梁
で
あ
ぢ
ふ
ー

。
;.
.

^

■右
の
如
さ
條
件
の
下
^
.實
施
さ
れ
.た
：名
獎
勵
的
賃
銀
制
は
矣
を
：絕
え
ず
變
化
じ
行
く
生
產
方
法
に
順
應
甘 

爲
.め
、：
必
要
に
依
つ
て
は
.頻

繁
^
改

，訂

を

行

は

拟

ば

な

ら

2
.。
此
點
に
於
て
，も
集
團
的
獎
勵
賃
銀
制
は
個
人
的
の
‘場 

合
ょ
ら
複
雜
な
る
羊
數
を
迤
す
る
で
：あ
ら
ふ(

。
何
ヒ
，な
れ
ば
、
：：個
人
的
賃
銀
刺
の
：場
合—

は
其
改
訂
は
槪
ね
其
作
業
に 

從
事
す
る
勞
働
者
に
の
み
關
ず
る
の
で
あ
る
が
、
集
團
的
賃
鈒
制
の
場
合
：は
同
じ
集
團
k

«
し
、，
他
：の
作
業
に
'從
事 

す
る
勞
働
者
R
:も
關
係
し
：て
來
る
：の
.で
あ
る
。
此
外
例
へ
.ば
.作
業
，か
常
^
標
準
化
さ
れ
^
る
狀
態
^
在

る

や

ふ

®

督 

の
芯
要
な
る
事
、
勞
働
者
が
材
料
不
足
其
他
：の
M

a

k

v't
:

#
間
を
：空
費
^

る

事

.0
無

さ

や

ふ

：監

督

管

现

?:
行
a
、

若 

し

右

：；の

如

き

勞

働

者

の

.責
住
^
非
ざ
る
原
®

^
て
能
率
低
&
場
合
に
は
、：

例
：へ
ば
賞
與
金
を
幾
分
增
加
す
る
が
如
さ 

救

濟

手

：段̂
講
：ず
る
事
等
、ハ
是
等
は
：す
べ
^
獎
卿
賃
M
制
實
施
^
關
し
允
必
_

饑
く
べ
か
ら
ざ
る
條
件
で
は
.あ
る
：が
"

篤

十

馨

C
I
Q
1
1

七)

貨
鈒
支
耠
制
度
研
究
： 

第
七
：號
' 

.
T
1
S
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證
十
，五

卷
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支
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究
：

， 

各
七
^

ニ「

皆
t

的

鑛

賃

鈒

制f

 

S
項
I

な
い
S

览

皞

賃
銀
制
特
有
の
問
題
ど
じ
て
-
一：
^

 

/

或
る
難
1

成
d

f
移
動
が
あ
.
0す
.作
1
益

&

驗
な
勞
働
者
が
參
加
し
た
揚
今

S

減
少
S

し
て
、
從
前
よ
み
の
集
賛
ば
當
然
保
護
裒
ね
ば
I

巧

.米
國
の
集
團
賃
I

をi

用
W

諸
會
I

s

て
S

如
i

合
S

し
て
多
く
用
I

る
、
方

法

は 

-
V
I

斤
る
ム
す
る
平
均
所
要
期
間
i

め
、
其
半
£

し
て
.
.は
其
新
圳
^

一
 

定
の
時
間
賃
銀
を
支
給
し
、

へ
5

前

よ

ぅ
の
唐
員
に
歸
屑
せ
しt

方 

"

t

p

f
 

Iめ
通
常
の
分
配
法
摄
つ
て
集
團
所
得
皇
幽
全
員
の
間
§

配
す
る
の
で
あ
る
か
ら
/

1

 

ガ
^1
る
も
未
だ
S

新
.來
者
の
能
率
が
低
け
れ
ば
、
從
前
よ
み
の
集
圓
員
は
夫
が
爲
め
S

:ず
る
所
得
の
減
額
を

I "
f

ら

な

ハ
從
っ
S

爵

最

新

來

S

出
_

备

々

蒙

i

常
能
率
裏
す
る
J

S

者
を
熱

ん
を
I
,す
る
で
f

ふ

本
來
勞
働
者
の
移
動
は
主
ど
し
て
歷
主
侧
に
責
任
が
あ
る
の
、た

か

ら

、
習
導
诉

要

W
間

 

の
.全
S

對
し
T
歷
主
侧
が
生
產
量
の
減
額
t

生
ず
る
損
失
を
負

擔

す

べ

さ

が當
然
で
あ

る

が

、
然

る̂
乙
^

 

n
上
霍
に
所
要
の
期
間
內
£

來
索
相
當
の
能
率
を
靠
し
來
つ
S

合
I

V
も
、
集
圈
所
得
ま
n

の

間
に
I

I

の
分
f

行
4

1

場
含
比
し
て
個
人
の
所
得
は
大
ど
な
ぅ
得
る
。
故
に 

i

者
l

£

f
 

f
の
み
f

 

I
ら
ば
、
.
f

 

て
は
I

f

熱

き

I

し

；

d
l
i
i
^
i
i
r
i
i
l
l
l
L
t
l
r
i
i
i
i
i
l
i
i
i
i
M
i
i
i
i
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出
來
得
る
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急
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^

^
能
率
を
高
め
し
ひ
る
ォ
共
^
、
其
習
得
期
間
の
終
る
.ざ
同
時
^
新
來
者
を
搏
び
次
の
無 

經
驗
者
ど
交
替
せ
し
め
んVJ

努
力
す
る
で
あ
ら
ふ
。
但
し
作
業
^
依
つ
：て
'經
驗
あ
ぅ
有
能
な
る
勞
働
者
を
容
易
に
得 

ち
る
、
も
の
は
、
當
初
ょ
6
全
く
通
常
の
分
配
を
行
つ
.て
居
る
會
社
も
あ
る
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集
圍
的
獎
勵
賃
銀
支
給
制
度
の
實
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集
團
的
獎
勵
賃
銀
支
給
制
度
は
最
近
米
國
諸
產
業
殊
^
自
動
車
製
造
業
^
於
て
多
く
用
ひ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
あ 

る
。
自
動
取
製
造
エ
.場
及
其
附
帶
エ
場
^
於
て
は
、
作
寒
が
大
部
殳
_
系
作
寒
で
あ
つ
て
、
傅
導
帶
が
多
く
使
用
せ 

ら
れ
勞
働
者
は
互
a
に
.密
接
な
る
相
互
依
存
の
關
係
に
在
々
、
.一
人
の
勞
働
者
が
他
の
勞
働
者
の
能
率
如
何
^
關
せ 

ず
、
自
身
の
み
高
い
能
率
|:
發
抓
す
る
事
は
許
3
,れ
な
い
0
即
ち
最
も
集
團
的
賃
鈒
制
^
適
し
た
生
產
エ
程
な
の
で 

あ
る
。
加
ふ
る
^
此
產
‘業
に
於
て
は
生
產
エ
程
の
標
準
化
が
高
度
に
達
し
て
居
{

'
獎
»
«
銀
を
算
出
す
る
據
礎
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分
準
備
^
れ
て
居
る
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な
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支
給
制
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小
な
る
集
團
的
賃
鈒
支
給
制
ド
代
へ
，て
用
a
始
め
た
事
は
.む
し
ろ
當
然
で
あ
る
か
も
知
れ
な
^
。
其
他
米
國
に
於
て

は
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ェ
ネ
ラ
ル
エ
リ
ク
ト
リ
ッ
ク
會
社
ノ
ゥ
ェ
ス
テ
ィ
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ゥ
ス
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
會
社
，
エ
デ
ィ
ス
ン
電
機
製 

造
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社
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ェ
ス
.：タ
ン
エ
レ
ク
ト
リ
r
ク
會
社
の
四
太
電
氣
及
電
氣
器
具
製
造
會
耻
，
ナ
シ
ョ
ナ
ル
'金

錢

.
登

錄

器

會
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罐
諸
製
造
の
ス
ゥ
ィ
フ
ト
會
社
等
の
エ
場
に
實
施
さ
れ
て
居
る
他
、
事
務
員
^
も
用
ひ
ら
れ
細
育
メ
ー
シ
ィ
西 

貨
店
^
於
て
實
施

S
れ
て
ゐ
る
0
米
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ち
同
調
査
^
於
：る
.勞
働
者
.總
數
：の
少
く
ど
本
約
九
.
•五
^
が
'集

隅

的

賃

飯

支

給

？
？
の

.下
i 

.ぁ

|

云

べ

る''
°
而
し
て
：七

七

七€

七
六
人
；の
內
六
四
、
八
六
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^
^
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'三
六
、1
四一
人
如
ち
約
四.丄
ハ
％
:が
單
純
出
來
禽
賃
銀|:
支
挪
は
れ
：て
居
る
の.で
ぁ
つ
て
、
：
複
合
出
來
：高
賃
銀
其
t
e 

の
獎
_
賃
銀
を
受
？

居I

の
の
總
數
は
三
：五

一:

、
三
'七
四
人
即
ち
全
體
の
；四.四
I

ぁ
る
事
を
考
へ
るl

li
l
j 

A
賃
銀
游
度
も
可
攻
ゥ
盛
把
用
ひ
ら
れ
せ
居
る

w

云
へ
や
ふ
。
尙
同
調
楽
は
.”
九
一
一
ご
一
年
の
同
樣
な
る
調
资
€
此
較 

し

て

訳
&
勞
働
者
の
鸫
數
中
獎/«
賃
銀
制
の
下̂
働
く
者
の
割
合
が
龜
に
增
加
し
、
單
純
な
る
出
來
高
又
は
時
間 

賃
銀
¥

^
働
く
考
の
淘
合
が
滅
少
し
た.る
事
を
示
し
て
居
々
、X
獎
勵
賃
銀
が
，

I

般
に
大
工
場
：k用
ひ
ら
れ
て
居 

る
傾
向
を
を}

f

し
て
居
る.が
、
特
集
國
的
賃
鈒
制S

て
；は
數
字
を
示
し
て
居
な
い。(N
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ば
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證

於

衾

七
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H

場
の
中
三
三
H

I
ち
ヒ 

鉍
が
集
|̂
的
賞
與
金
支
給
制
を
用
ひ
て
居
る
。
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1§
€
ぐ
0
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'

斯
の
如
く
現
在
米
國S

て
盛
藝
實
施
せ
ら
れ

0
、

t
 
.集
胸
的
賃
鈒
制
が、
'實
際
上
如
何
な
る
成
績
を
.擧
げ 

て居る力他に資刺の見當ら

^
爲

：め
不
滿
足
乍
ら
も
假
に
.
今

P
0
. Balderstono._w

:
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^

へ
ば

、
J
圈

 ̂

貨
銀
银
度
の
採
用
は
す
へ
て
の
場
合
に
於
せ
直
接
勞

.働
費
.の
.飾
約
を
來
た
し
セ
居
气.槪
し
て
'云
へ
ば
正
ぼ
の
能.

n

 

を
有
す
る
經
營
者£

つ
て
使
5

れ
.

f場
合
は
、
勞
働
能
率
は
看

ベ
ら
れ
て©
る

。

而
し
て
此
勞
働
能
率
の
箸
しI

'

s、
勿
論
金
錢
的
報
酬
がI

者
S

へ

た

る

刺

戟

の

結

果

の

み
な
ら
ず
、
經
營
者
が
斯
る
«
銀
支
給
制
を
«
行
す
る
に
當
6
座
產
方
法
：の
'種
々
の
點
^
於

1:
改
良
を
行
ひ
、
且
又 

熱
：心
k
經
營
R
從
事
す
る
事
：の
結
*
で
：も
*
る
事
が
認
め
ら
れ
て
居
る
。(Balderston, 

op. 
cit., 

p. 

I
O
‘

但
し
同 

書
は
調
査
の
時
：期
調
査
範
11
及
び
斯
：る
結
論
化
達
し
た
る
數
字
：的
材
料
等
を
示
し
て
居
な
い
。
>

:
.

試
み

^
後
述
す
る
シ*

ゥ
.ォ
レ
ュ
自
働
1|
«
#社
.，の
楊
合
.を
，：ー
瞥
し
：て
.見
る
に
，
fu
i
s如
さ
集

®

獎̂
?«
賃
銀
支
給 

の
結
，果
は
此
處
R
於

て

は

、
勞
働
者
の
.平

均

所

得

は

時

間

實

飯

の

一:

四
.'五
^
で
あ
々
、保
管
品
高
は
減
少
し
、賃
鈒 

算
出
に
伸
ふ
事
務
的
手
猶
.が
简
略
.ど
な
>
、
：

.

從
A
て
夫
^
對
す
る
费
用
が
低
減
し
、
直
接
勞
働
費
減
少
し
、
間
接
勞 

働
費
，も
.亦
低
下
し
、：
而
も
す
ベ
て
量
の
み
な
ら
ず
品
質
.の
向
上
を
見
^
。CBalderston'op'cit., 

p. 

1
3
2
〕

固
ょ
6
此
賃
銀
制
は
如
何
な
.る
生
®H

程

を

：：
問

は
.：ず
し
：て
：用

ひ

ら

る

ゝ

も

0
で
は
な
い
。
&

R
度
々
述
ベ
た
如
く 

作
業
相
互
間
^
密
接
な
る
相
互
依
存
の
關
係
に
あ
る
場
合
其
作
業
^
從
事
す
る
勞
働
者
間
、
或
は
數
-
<
の
勞
働
者
が 

相
協
力
し
て
作
業
を
行
ひ
、
而
も
各
勞
働
者
の
生
産
*
を
個
別
的
^
認

定

し

雛

，
場

合

、
其

勞

働

«
間
^
行
は
れ
：て 

最
も
其
効
果
を
擧
ぐ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
自
由
.に
他
の
勞
誉
者
の
能
率
>
/無
_
係
に
獨
立
的
^
其

勞

働

能

率
?:
高

め 

得
る
作
業
^
於
て

は
、
個
人
的
賃
銀
制
が
恐
ら
く
.常
R
適
當
し
て
居
る
で
あ
ら
ふ
。
集
國
的
賃
«
制
は
斯
る
場
合

 ̂

使
用
3
れ
る
な
ら
ば
> 
効
粜
を
：擧
げ
得
な
い
.ば
か
々
か
.却
つ
.
'て
種
々
の
破
綻
を
來
た
す
で
あ
ら
ふ
。
相
互
^
密
接
な 

關
係
も
無
く
刹
益
.ネ
共
通
：で
な
ぃ
勞
働
者
が
1
集
團
妃
含
め
ら
れ
、

ば

，

能
率
の
高
ぃ
勞
働
者
は
其
位
地
を
去
っ
て 

し
.ま
ふ
か
然
ら
ざ
n
ば
.能
率
を
充
分
餐
#
す
る
意
志
5:
失
：つ
て
し.ま
ふ
；.に
相
»
な
い
の
^
あ
る

。

斯
の
如
く
集
隈
的 

賃
鈒
制
の
用
ひ
;6
る
く
程
度
：に
は
自
ら
制
娘
が
あ
る
け
.れ
ざ
％
、
：併
乍
ら
傳
鷄
帶
;0
益
々
普
及
す
.る
使
用
は
從
來
余

6
密
接
な
る
關
係
^
.な
か
つ
た
勞
働
者
2:
%
結

；び
着
け
る
：傾
向
が
；あ

$
從
せ
ぬ「

か
^
姐
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れ;5
し
ぃ
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日
の
企
業
規
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模
擴
大
の
結
*
は
.生
產
方
法
の
ょ
'ゥ
高
度
：の
標
準
化
成
は
ょ
A
V一 
層
細
分
せ
ら
れ
：た
る
.分
業
組
織
の
使
弔
#

,<
:
.依rv

て
.、
次
第
集
圓
的
賃
鈒
麗
が
有
効
爲
ひ
ら
る
.領
減
■

張
し
行
ぐ
の
一
遠
あ
羞

 

以
上

現
在
に
淤
る
此
賃
鈒
制
度
，の
，勢

力

•
過
去
ょ
々
現
在
へ
.の
：
其
の
發
展
の
傾
向

」

#
^

1

層
の
發
M
の
見
込

を
述
べ
：た
。
其
根
據
£

s

は
明
に
.極
め
て
脆
弱
f

 

e

s

l

い
..

の
.で

あ

る

が

、
他
に
.之

に

反

す

る

墨

の
 

貝
：當
ら
ぬ.限
々
、一

:應

斯
の
如
く
述
ぶ
る
事
が
.許
，̂
る
. 

> で
あ
ら
ふCT

最

後

；
^
此

集

團

的

賃

銀

支

給

制

の

實

際

k
用
ひ
ら
れ
S

る一

形
式
を
•極
め
て
：简
單
に
述
べ
て
此
賃
鈒
制
の
¥
 

の
S

A

k..
®

な

ら

し

め

た

い
ど
思

ふ
。
.此
處
に
.
紹

介

し

や

ふ
ど
す
る
の
は
シ
グ
ォ
レェ
自
働
取
會
社
の
賃
銀
支
給
切

で
あ
っ
て
、

l

i

A
 

Tす
ズ
會
社
の
大
部
分
空
場
に
：S

用
3
れV

居
る
所
の
ゥ
シ
ド
式
ど
隹 

す
る
も
の
で
あ
る
：

ホV

ダ
ノ
ス
ト
ン
の
問
合
せ
S

答
し
て
同
社
が
其
賃
銀
制
の
主
要
管
個
條
書
產
に
示
し 

2

所
S

へ
ば
、
.先
づ
各
作
業
の
精
密
な
る
時
間
研
究
を
行
ひ
、
簾
作
業
に
從
事

す
る
直
慧
動
者
及
び1

關
係
深
|

接
勞
働
？

？

長t

言

で

一

着

£

、此

證

S

し
S

I

管

I

ず

る

。
’
.
藩

ま

五
〇
人
を
最
も
好
適
善

る
が
四
〇
〇
人
ま
で
試
み
た
事
が
あ
る
。
、
槪
ね
H

造
部
門
は
其
儘
集
圏
i

は
る
の
で 

あ
つ
：て
、
例
，へ
ば
モ
ー
タr
製
造
部
、
自
働
苹
組
立
部
等
夫々

I

集
團
を
な
し
て
居
々
、

モ
ー
タァ
部
.で
は
完
成
し 

て
他
帘
へ
送
6
出
3
れ

る
モ
ー
タ
7
の
數
組
立部
で
は
完
成
し
た
自
働
雄
の
數
を
以
て
夫
々
の
集
幽
の

能

率

が

則
ら 

れ

る
〃
農
金
は
各
务
働者
の
時
間
賃
銀
幕
に
此
例
し
て
分
配
さ
れ
る
。
而
し
て
各
勞
働者
の
時
間
賃
銀
率
は
®
エ 

長
S

っ
S

定
せ
ら
れ
i

長

の

認

可

決

定

3
れ
る
。
各着
の
作
謹
率
は
二
十
四
時

間
以內
に
エ 

場
內
S

表

苕

る

か

ら

、奮
者
は
翌
扫
S

前
日
の
S

の
證
の
能
率
如
f

知
る
事
が
出
來
る
、
新
規
の
勞

.働
者
が
集
團
^
參
加
し
た
場
合
、
會
社
.は
少
し
i
其
.新
規
勞
働
者
ド
依M

集
®
の
能
率
低
下
を
瑱
補
し
な
：
，

s

。
ゑ
は 

經
騄
あ
..る
求
職
者
が
常
：ド
絕
え
な

.

S

か
ら
で
あ
る.。
：'併3

作

業

が

閑

な

：時

葙

し

ぐ

ば

會

社

ff
l
の
過
誤
：

.
k
支

隊
?:
來

し

集

幽

能

率.が
低
下
し
た
る
«
合
時
妃
.依
0
で
ば
或
增
«
が
加
へ
：ら
れ
る
。
' 而
しV

:
集
團
能
力
.が
非
常 

:纪
低
卞
し
：て
も
兎
に
«'
時
間
賃
銀
は
保
證
_
れ
る
。
#

乍
ら
標
準
能
率
を
變
.：へ#

に
.達
す
る
事
の
困
*(
[

^
る
.も
の
た
ら
し
め
な
^

e
云
H
IE
式
の
保
證
を
會
社
ば
#

？
な
い
o
時
.間
外
作
業
に
對
じ
て 

は
獎
靡
的
賃
鈒
?:
•
受
く
.る
勞
働
者
を
除
：ざ
時
間
賃
銀
を
变
く
る
勞
働
者
。
^

最
後
に
'シ
グ
ォ
レ
二
#
社
の
用
ふ
る
賞
與
金
肋
線
は
：明
で
な
：い
が
.
、
.ゥ
：ラ
：ン
.■チ
^
ギ

則
ど
し
て
、：.
標
準
能
率
の
•七
五
#
以
上
：.の
能
率
が
賞
與
金：

の
^
給
^
受
：け 

>
.七
^
声
の
：場
合
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銀
の
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^

其
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上
八
九
砵
爻
.で
：の

能

率

は

能

率

一

が
を
：增.す
每
に
賞
與
金
ゆ0
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率
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賞

與
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斯
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率
一
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G
被
以
上
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_
間
貫
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^
全
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.支
給
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さ
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即
ぢ
能
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：過
せ
る
時
は
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賃
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給
制
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高
賃
銀
制
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な
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も
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:
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ぅ
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勵
賃
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給
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要

“
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欠
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1
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ざ
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基
礎
的
條
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忆
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甩
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實
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節
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¥
來
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？
而
以
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输
節
办
_

が
適
去
が
G

®
在
へ
'
.現
在
が
ら
未
來
へ
次
第
広
發
展
し
て
來
、
へ
文
發
展
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で
.行
ぐ
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^
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此
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片
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，な
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任
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だ
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此
賃
銀
制
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會
的
^
如
何
^
る
：影
響
?-
友
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す
も
：の
^
&;
,る
か
5:
#

\

見̂
^
ふ
^

.

.先

.つ
#
賃
銀
治
の
考
案
者
で
あ
々
信
泰
者
で
あ
务
所
の：

企
業
家
侧
2
j日
k'
_

5
*c
:.見
.る
^
ら
ば
、、
集
阁
的
獎
1I
J
賃 

飯
制
は
生
產
カ
の
增
太
及
ぴ
生
產
費
の
減
少
の
利
益
を
有
す
る
が
赏
^
個
入
的
獎
勵
實
鈒
制
に
^
較
し
太 

羽
益
を
有
す
る
ど
云
は
れ
で
.；居

る

の

脅

あ

；
る

；
。
；
®

^

的
賃
銀
制
を
用
上
る
方
が
±>
わ
適
常
|

場
合
を
：述

べ

^
:
る
倜
所
を
其
儘
再
述
す
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さ
で
あ
る
が
余
办
冗
長
ド
わ
た 

る

が

故
^
此

處
^
は
省
略
す
る

〕

即
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一
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)

®

人

的

利

己

心

ょ

々
^
協
力
的
努
力
を
喚
起
す
る
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C
ー；集
圓
內
の
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會
的
滕
迫
は
怠
惰
者
を
し
て
生
產
量
を
增
太
.せ
し
：め
：る
^
之
け
反
し
^
個
入
的 

て
は
有
能
な 

る
勞
働
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戈
其
賃
率
の
切
下
を
恐
._る
>
が
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率
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其
限
.度
資
で
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ず
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.
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內
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於
る
他
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己
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|
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を
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せ
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作
業
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^
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れ
介
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揚
合
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勞
働
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佘
れ
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勞
働
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遲
れ
，；て
居
る
乙
勞
.働
者
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作
業
^
,費
す
_事
は
、縱
令
生
產
最 

k
減
少
：が

ぁS

も
作
業
の
均
整
を
保
た
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む
る
を
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る
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益
が'あ
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^
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賃
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制
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；
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擧
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霧
^
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^
る
；。
'絡
ら
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：賃

鈒

支

瀚
#
が
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侧

灰
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^
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あ
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か
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先

づ

第1
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團
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賃
鈒
制
の
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性
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し
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勞
_
者
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の
圓
結
を
：强
カ
海
ら
し
む
る
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擧
げ
ぬ
ば
な
ら
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體
ど
し
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能
率
を
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む
る
點
に
_
则
的
賃
銀
制
の
出
發
點
が
あ
.る
事
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今
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改
めV

、

述
：ぶ
る
必
；要

を

見

な
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^
あ

る
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利
益
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^
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益
を
も
齎
す
原
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得
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賃
銀
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依
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働
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結
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第
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强
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ど
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々
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最
後
に
は
徒
儻
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賴
み
て
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向
あ
る
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を

歎

じ

た
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“
併
^
ら
時
^
は
勞
1
者
が
¥
主
に
11
結
し
て
當
る 

場

合

で

あ

つ̂
も
、
：«
主
^
:ズ
.つ
^
利
溢
_ど
な
る
：場

合

；
が

：
全
：く

.*
^

s
は
限
ら
.な
い
ー
。
即
ち
賞
與
余
»
出
¥
續
.上
又
. 

は
廣
く
：一:般
^
生
產
管
理
上
.雇
主
.に
何
等
か
；.の
.過

誤

が

あ

名

場

合

、
：扉
團
ミ
し
，て
の
勞
働
者
は
夫
を
發
見
す
る
事
が 

tt
較

的
R

f

_で
あ
々
夫
へ
に
就
て
'の
：雇
主
：に
對
す
_る
要
求
も
：カ
：服

く

ぶ
3
:れ
；る
で
あ
ら
ふ
。
從

り

て

善

意

の

®
主
で 

あ
づ
_た
な
&

«
斯
る
過
儀
を
速
以
訂
正
す
る
事
^
依
つ
ぜ
刺
益
を
得
る
事
が
多
^

^
相
違
な
^
の
で
あ
る
0
集
團
的 

賃
鈒
制
の
«
志
に
ど
み
て
'の
不
利
益
ヒ
し
て.次

に
擧
ザ
ら

：

れ
::
5
の
は
：|
夫
亦
個
人
的
獎
勵
賃
鈒
制
以
上
：に
輝
々
の
困 

難
：を

伸

ふ«
で
あ
る
。
：斯
る
困
雛
は
：之

を

0
:
1
:

)

其
產
業
の
生
，蘼
高
不
安
：定
な
：る

^
起
因
す
る
も
の
爻
1
1>
此
貨
鈒
制 

の
下
^
あ
る
勞
働
者
關
係
^
迪

因

す

：る
本
の
：
ビ

の
1
'
太̂
別
用
來
.る
;0
生

產

量

に

安

定5:

■:
0
甚
し
く
減
少
す
る
場
合
k
は
ハ
',
;
其
勞
_
者
'»
を
減
少
せ
し
：む
る
で
あ
&
ネ
が
：、

「

斯
る
勞
働
：者
數
：の
減
少
は
集
團
內 

の
作
業
相
互
間
の
均
整
を
破
壤
し
賞
興
金
莫
出
め
甚
礎
を
覆
す
^
で
あ
る
が
ら
ナ
從
來
^
如
^
賃
鈒
制
を
繼
績
す
る 

:*
^
は
個
^
的

-«
飯
：支
.給

制

の

ー

場

合
--
1

^

%遙
か
：に
：多
ズ
の
'
_難

:.
?
:禅
^
:0
:で
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る

：。

又

此
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對

R
生
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量
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激

增

:

赁
錤
曳
耠
髮
斯
究
.

：：
 

第
七
號
：

I
f



.
*
^
^
1 

-
l

i

l

l

^

.  ̂

_

'.1 

§

处
：
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必

寒
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す.る
■
至
^
揚

脊
^

::
;
'
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1
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_
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な

；
け/a
樣

臨
' #
*
■
«
两

せ
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&
れ

，
る̂

能
#
低
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5

磨

際

妄

仕

間

隙
#
生
；

裏
：：

の
.牡

事

を

待

ち

：露

間■

費

^

る

機

會 

.

め
：羅
人
令
々
名
凊
_

_
逢
場
^

_
る
-
飞
：考

慮

せ

ら

れ

ね
滅
夺
ら
料
の

-

^

^
生

產
量
め
變
化
：が
：

I

年
を
通
じ
て 

,,
'
,此
极
_

R
龜
il
l
;正

し

く

起;̂
る
：場

合

如

ち'«
對
的
に
^
定
5:
得
ぱ
居
各̂ 

る

:
*
:法
^
用
.達

れ

：て
居
る
：：。

又
馨
忙
期
の
み

^
獎
»
寶

銀

制

を

用̂
他

，の:«
合
：に

蚀

時
間
賃
銀
を
支
拂

4
方

法
5:
ど 

る
^
場
：飞.爆

る

。
日
^
又
ほ
峙
間

>々
に
徐
：_

生

：靡
量
.玲

は

勿

资

裹

獎

1/
賃
.銀

制

を

清

利

潘

魂

る

事

顧

違

難

で

.あ
名
事
；
$

^
 

の
«
類
め
困
雅
即
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#

«

w賃
鈒
ま
.の
卞
^
曹

勞

奪

者

關

係

-J
:
.ぅ
^
ず
岑
既
難
^
亦
輕
fe
す
る
事
め
出
來
W
も
^

先
づ

第一 

た
能
率
：の
.
.请
&
勞
働
者
は
集
圃
的
賃
W
制
の
：h下
k
:低

能

率

の

勞

_

#

ミ

共

ぜ

の
結
果
を
個
人
的
賃
銀
■
の
下
^
於
る
が
如
く
自
身
の
み
が
收
む
名
«

-|
:
得
な
：い
爲
め
た
、
：自
己
の
.能
寧
?:
充
分
發 

揮
せ
ぬ
場
合
：が
起
る
。'
集
幽
的
璧
：銀
制
.の
下
^
於

：
て
：支

給

さ

れ

る

時

間

*
銀
：の
額
に
於
七
充
分
之
に
對
す
る
補
偾
が 

與
へ
：ら
取
て
居
ら
ね
ば
な
ら
な
.
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賛
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成

劫

す
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成
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つ
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勞
働
者
商
k
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^
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存
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^
な
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1

團
結
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カ
0
精
神
を
性
ず
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6
衧
れ
ダ
も
、
^

在
し
な
.か
つ
た
勞
權
者
：の
不
和
軋
機
を
生
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あ
る

¥
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^

，

能

率
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^
能f

低
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翻
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滑
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。
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土
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刚
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賃
鈒
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翁
及
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利
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^
略
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じ
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あ
る
が
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,.
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益
；
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れ
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I
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の
困
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集
刚
的
潰
龈
制
枝
必
然
ド
伴
も
务
の
で
は
硃
^

纖
ど
^
て
展 

第
^
種
の
本
利
益
：即
あ
勞
働
奢
間
に
團
結
の
：_
譬

助

長

す

^
0
黙
は
、
^̂
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あ
る
が
：？
實
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方
面
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對
し
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夫
程
®
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な
る
影
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與
へ
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9
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唐
な
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や

ネ
盛
ん
k
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a
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國
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«
軍
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4
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れ
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；
 

_
雅
^

_
れ
る
.や
^

^
思
ネ
の
^
あ

：
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：
然
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利
益
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ふ
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來
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益
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益
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;
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滿
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鈒
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給
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钸
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f
s
t
o
n
:
0
w

lr
fe

衫
为
莖
一
1§.
%
の
增
收
を
見
：!/
2
。((

第
兰
：節
參
想 

は 

は
解
答
を
與
ふ
^
盔
調
«

^

0セ
展
常
い
。
_

夫
屹
對
す
名
需
要
'が
弾
カ
賴
^

は
、
集
刚
的
賃
«
制
^
侬
0
:で
勞
働
能
_

の
增
大
，
生
產
费
^

• 

d
增
大
を
來
た
す
ー
が
故
に
.、
勞
饊
者
ば
其
時
間
所
得
の
み
：な
ら
ず
年
所
得
5:
:
も
墙
：加
せ
：し
.获 

^

夫
妃
對
ず
る
需
要
妃
彌
划
爆
な
き
商
ロ
5
の
_生
產
^
場
ぼ
於
て
は
、''
.集
|«
的
賃
鈒
制
^
侬
ふ
鹋
率
の
增
進
生
產
カ 

の
：
增

大

は

ニ

，
部

勞

働

者

の

失

業

？:
:
招
來
ず
を
が
故
迻
夫
：等
の
勞
働
者
：の
年
所
得
.は
却
つ
：̂
減
少
す
る
が
も
知
れ
な 

い
せ
云
ふ
答
を
與T

得
る
K
過
ぎ
な
：s
o
.
;
而
.も
.彼
は
此
勞
_
:能
*
の
增
進
ぼ
> 
他
：の
管
.观
上「

又
は
機
秘
上
の
改
良
が 

齎
す
勞
働
能
率
の
增
進
以
上
に
は
、
失
業
め
危
險
を
含
む
冬
の
で
ば
な

勞
働
移
動
が
絕
ぇ
ぬ
事
^
事
業
I搬
張
を
行
ふ
工
場
の
.あ
'-̂
事V

ば
，
.

1K.CV

て
居
る
。
. 

(
B
a
I
d
e
r
s
t
o
a
,
b
p
v
c
i
t
,

七
 
p

'

o o
，

^

者

が

近

代

：
の
：
機

械

生

產

：

--
-
般
^
見
ら
.る
：>
現
象
で
あ
，夺
所
、の
作
業
の
單
調
性
.
£伴
ふ
勞
«
の
苦
瓶
.ャ 

心
性
^
與
：ふ
：,
讯
續
的
惡
：影
響
：ょ
6
勞
働
者
を
し
て
.免
れ
じ
ひ
在
刹
益
管
有
ず
5
事
&
擧
げ
：て
释
る
。
個
入
的
,
銀 

案

給
3/
1
,の
.下
代
於
^
は
各
勞
働
者
は
競
#
的
關
係
の
|
面
の
み
意
識
ず
6'
'
け
れ
^
も
>
集
團
的
賃
«
制
の
ド
^
令
て 

は一

人
の
腊
轉%
大
は
集
»
'全
員
の
利
益
を
增
加
す
ふ
結
果
^
'
なる
が
故
^
,,勞
働
者
.は
.，问
已
+の
能
ガ
を
發
撖
す
る 

•

事
S

令
、
文
は
其
集
圈
內
の
新
參
勞
働
者
を
敎
育
し
て
其
能
率
を
‘高
む
る
事
ビ
依
A
、
•文
：は
.注
產
エ
&

改
善
.を 

.

加
へ
ャ
其
集
幽
の
杂
能
率
:5
:
高
む
る
.事
ゃ
.
依̂
々
.̂
、
：其
集
圆
員
の
感
謝
$
尊
敬
を
受
け
、
其
集
»|
0
指
襟
妁
位
地

に
盆
つ
事
を
；望

む
^
至
る
：で
あ
ら.ふ

。：

斯

く

し

て

最

も

推

强
：：：s:

人
®

4

性
で
あ
る
：

所
：：

の
卓
越
^
對
す
る
願
望
を
刺
戟 

し
勞
働
：者
の
'注
意
を
其
方
.面
^
集
中
せ
：し
む
る
結
果
、
作
業
の
單
W
な
る
事
ょ

6

©
痛
を
感
.せ
；じ
む
る
薆
が
な
く
な 

る
ど
云
^
の
で
あ
る
o
Q
b
i
d
, 

p
p
,

VO
S
-
I
S

)

施
觀
察
は1

面
^
眞
_
を
有
す
る
や
ぅ
で
あ
る
々
併
乍
ら
集
|1
の
全 

員

が
斯
く
の
如
さ
地
位
に
：到
達

し

な

.
：

S

 

k
相
違
^
:

S

の
で
あ
：つ
て
、
甚
等
自
信
な
ざ
^
働
#
^
就
て
は
此
點
果
し
て 

如
何
で
あ
ら
.ふ
か
。
‘
■•
-
.

-
次
ド
典
團
的
賛
銀
の
社
會
^
對
す
る
：惡
影
響
を
.考
へ
て
見
る
プ
：我
々
が
先
づ
抱
く
疑
問
は
果
し
て
此
賃
銀
制
は
多 

數
の
朱
業
者
を
出
し
は
せ
炽
で
あ
ら
ふ
か
：
：或
は
勞
働
者
の
年
所
得
が
：缄
少
し
は
：せ
ぬ
か
、
或
は
：又
勞
働
疲
勞
を
深 

.刻
化
せ
し
め
ば
ザ
ぬ
.か
兰
本
ふ
事
：で
あ
：る
：何

？
な

れ

ば

i

般

R
獎
勵
實
銀
支
：給
制
：の
IE
.常

攻

：る
結

果

は

，
勞
働
能
率 

の
.增
大
 

<勞
働
，强
度
の
增
大
ど
で
あ
^V、

.

：

而
し
て
斯
の
如
务
勞
«
能
率
の
增
大
：は
失
乘
又
は
所
得
減
少
.を
招
致
し
斯 

の
如
き
勞
働
强
度
の
：增

大

は

勞

■
疲
勞
の
.深
刻
化
：を
伴
ふ
虞
が
あ
る
か
ら
で
'あ
る
。
W
し
ゑ
#

の
®

k
於
て
は
集
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的

賃

銀

制

は

個

火

，
的

獎

S
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鈒
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ど

苓

し

さ

相

違
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あ
る
喾
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S
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つ
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て#

k(

集

團
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賃

鈒

制
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關
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事
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じ
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範
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つ
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あ
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が
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闺
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賃
鈒
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が
併
せ
用
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れ
た
時
、
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來
個
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的
獎
勵
賃
銀
め
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で
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勞
働
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率
を
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得
な
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作
業
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て
：も
勞
働
能
率
を
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む
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事
く
な
る
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に
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だ

：
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：—-
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國

產

業
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を
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め

、
' 又
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：多
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の
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業
^
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勞
働
强
度

を

堦
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せ
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あ
、
其
程
度
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於
.て
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の
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現
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を
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層
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著
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ら
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む

：
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る
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加
^
る
た
個
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的
賃
鈒
制
の
下
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^

^
勞
働
者
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團
的
.賃
康
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^
於
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他
1/
>
勞
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爲
め
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な
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得
#
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の
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を
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遞

圓
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賃
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下
^

^
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勞
働
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蕾
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つ
C

不
f

取
扱
■

ぐ
I

會
は
S

で
あ
ら
ふ
か
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個
人
的
賃
銀
制
の
'下
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5

1

斯
る
機
會
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多
く
は
®
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ら
ふ
；
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云
i

l

生
f
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出
來
高
賃
.騎

の

卞

£
^
^

窘

雪

は

夫
■
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事
情S
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の
，變
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s

s

働
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率
S

進
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r
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手
段
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於
て
ネ
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勞
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響
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が

爲
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處
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て

作

■

卷

纖

愛
I

論

率

切
S
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標
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の

變S

行
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S
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式

晨

約
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簾
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f

 

S
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業
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法
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1
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:ふ

篇
i

定
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期

間1

.

0

5率
又
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標
S

變
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行
は
f

旨
I

す
そ
I

B
a
l
d
e
r
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p
p
，
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一
都

く
.し
：て

勞

働

者

；
は
：
此

雪

■

不

當

な

取

极

を
受
.く

る

事

隹

れ

るV
」

: 

.
-
.
.
.
+
•

て
：逸
：、此
他
^
吮
此
進
則
的
»
銀
制
に
淤
て
勞
働
者
が
:*
主
：に
.侬
>

を
受
く
る
«
會
が
多
，％
。丨
層
標
雄
能
率
設
定

0
®

趣
た
る
勞
働
滌

#

R

#化
め
：あ

つ

た

竭

合

、

V
而
も
其
變
化
が 

材
料
の
容
積
重
.量
の
；大
と
な
：

0

加

場

：洽

：
の

如

.̂

勞
.働

者

セ

せ

ぅ
：.

て
不
利
*
主
.に

ミ
^

^
有

利
^
石
變
：化

で

あ

る

場

合 

勞
働
者
の
氣
着
か
ざ
る
：事

5:
奇
貨
^
し
七
，標

哗

能

率?:
從
來
：通
：ク̂
据
置
^
、：勞
働
身
は
標
準
能
率
仅
達
す
る
事
一 

層
困
難
.？
农
々
た
る
;#
業
狀
態
.の
：下

に

、
：
自

己

の

能
_
の
.低
下
ど
課
解
し
て
：
1
:層

の

努

カ

：
を

以

：
て

從

^

を

得

ん
.ズ
«
ぐ
洳
.如
き
場
合'で
あ
：る
。
其

他

歷

主

が

勞

働

者

^
.對
し
て
此
：：賃

銀

制

の

祓

雜

^
し
.て
理
解
画
雛
な
る
を 

刺
用
し
.、
，
不

當

の

利

得

を

收

め
#
る
機
會
は
：颇
る
：多
い
'が
、、S:

づ
：れ
も
二 
：.般

'0
:獎
：勵

膚

銀

支

給

制

^
共
通
の
問
邋
で 

あ

る

が

故̂

此
双
士
.を

：述

ぶ

る

事

を

：避

；
け

る

0
唯
集
圓
的
賃
銀
制
の
下
^
於
：.て
: 0
み

衝

は

る

：、

場

合

を

擧

ぐ

れ

ば

、
 

集
削
內
に
.は
直
接
及
び
間
接
勞
働
者
が
含
^
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
狡
猾
な
る
M
主
.は
此
點
を
利
用
し
其 

漿
刚
の
作
業
以

「

外
，
の
：
作
業
を
な
す

#
働
者
の
作
業
時
間:5
:
も
、
，
：
輿
德
圆
の
作
業
時
間
內

^
哥
算
^

(Ibid.,

七
：
9
.
3:

)

へ
勿
論
此

な

る

の

で

；あ

：る

0
而
し
て
小
攻
る
集
團
ょ
ぅ
'ネ
大
な
る
集
刚
；に
於
て
：
|
輪
.此
危
險
は
多
く
な
る
^
相
簿
な
い
。

ヾ

：
 

'以
上
.痛
團
的
賃
銀
支
瀚
制
^
就

イ
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の

雇

主

亿
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益

不

利

益

を

齎
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諸

痛

及

诳

會

^
影
響
克
及
ぼ
す
諸
黙
を
極
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て
：不

充

分

な

が

ら
述
べ
：：

V
:

來
た
:-
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等
を
苒
び
通
«
し
て
：集
_
的
''
«
鍬
支
給
制
め
^

把

は

、
，
此

處̂
考

：慮

に

：
久

..れ

ね

ば

^

ら
ぬ
策
^
な
事
廣
が
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る
0
:
^

ず
す
べ
：：て
獎
勵
賃
銀
支
給
制
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採
用
せ
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れ
て
居
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0
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、
#
働
團
體
の
勢
力
が
劣
.弱
で
あ
‘り
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}

J

勞
働
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R
依
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.

は
、
明
s

の
I
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I

賃
I

I

利
I

面
の
み
I

f

 

面
。
.ダ
S

し
て
し
ま
つ
た
に
相
違
な
く
、
右
.の
如
I

論
が
f

 

S

れ
た
の
4

l

f

ら
2
次
I

f

^

1

く
此
賃
銀
制
の
結
果
i

s

增
大
し
、
勞
働
者
の
時
間
所
5

增
加
す
る
で
あ
ら
々

而
し
て
若
し

I
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